
<研究の概要> 

 通時および共時言語学の立場から英語を分析したり、コン
ピュータプログラミングによる言語情報処理や語学教材開発を
おこなっている。具体的には、以下の3点を研究・教育の柱とし
ている。 

1) 現代英語のしくみを理解するためには、共時的視点に加え
て通時的視点も不可欠であるとの立場から、古英語・中英
語・現代英語という通時的変化を視野に入れて研究してい
る。現代英語の語彙の大半は他言語からの借用語で成り
立っているという事実から、古典ギリシャ語、ラテン語、フラ
ンス語、ドイツ語などの諸言語、さらにはインド・ヨーロッパ
祖語に遡って、視野を広く持って語源研究をすることが大
切だと考えている。 

2) 現代の英語を分析するには言語コーパスの利用が不可欠
である。電子的に記録された数千万語から数億語という大
量の言語データを分析するためには、自らプログラムを書
いて言語情報を処理する技術が必要となる。これまで、言
語データやコーパスを処理するためのプログラム、さらに
英語教育に利用するためのWebプログラムを数多く、コン
ピュータ言語Perl やPythonを用いて開発してきた。そのう
ちいくつかは、Web上で一般に公開している。教育面では、
言語データを情報処理するプログラミング技術の指導に力
を入れている。 

3) 英語の実用的側面としては、ニュース英語をはじめとする
時事英語に興味を持って研究してきた。ナチュラルスピー
ドの速い英語を英語のまま理解できる能力の向上を目標
に学生指導している。 
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